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用地部管理課で何をしたか?（1973～1988)

・1973年 豊中市役所に事務職として勤務。結婚。

-用地部には庶務課、第１用地課、第２用地課、管理課の４課で、私が配属された管理

課には３係（登記係，補償係、管理係）その内の管理係。

-市が買収した公共用地の管理

-先行買収した公共用地の管理、買収のための用地測量の業務委託の設計、入札、業者

決定、その後、現場での立ち合い、測量成果のチェック後、その成果をもとに分筆

登記等を行っていました。

・1980年 測量計算、地積測量図作成のシステム導入。

1973/11撮影

昭和49年のSKETCH BOOK
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昭和50年の地籍測量図

昭和56年の地籍測量図
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使用機種(キャノンBX-1)

http://museum.ipsj.or.jp/computer/device/printer/index.html

昭和58年の地籍測量図
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S54年航空写真

地籍測量図の現地

そのころ土木部では何をしてたか?（1973～1988)
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1級基準点配置図と成果表

道路境界確定業務のための基準点設置（1974年）

昭和49年度豊中市1級基準点測量網図

道路境界確定業務のための基準点設置（1974年）
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昭和４９年度 水平厳密網計算プログラムを用いて与点１６点で計算を行った。

昭和４９年(明治成果）１級基準点精度表

豊中市１級基準点移設測量網図（1977年）

1級基準点No.６の平均計算
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年度別道路境界確定地区（1973～1988)
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豊中市土木部管理課で何をしたか?

豊中市土木部管理課で何をしたか?

・1988年 土木部道路管理課に異動ここでの業務は、狭隘道路の建築基準法に基づく道
路後退部の寄付手続き、立ち合い、測量、表示登記。

・1992年 精密測地網二次基準点測量成果の公表による基準点の改測・改算作業で3級
基準点を市域全域に設置。

豊中で測量を行う場合にはこの基準点を使用するよう指導し、道路境界点座標の収集し道路境界の
確定に役立てようと考えました。

・1995年 阪神淡路大震災後に基準点と境界点の改測・改算作業を実施しました。

・1995～1997年 ３ヵ年で数値地形図(ＤＭ５００)を、完成させました。

・2002年 世界測地系に変換。

・2004年 新しい測量技術であるＦＫＰ測量成果への移行。

1994/3/27撮影

基準点測量と道路管理業務を出発点としてそのシステムを構築し、基準点
や道路境界点などの位置参照点の維持・管理をベースにして、日常業務の中
でＧＩＳデータを更新・管理を行ってました。



ー 11 －

豊中市道路台帳に関する年表Ⅱ
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1991～1993年 精密測地網二次基準点測量

◎平成３～４(1991～92)年度

・１級基準点改算測量

・２級基準点改測・設置測量

◎平成４(1992)年度

・３級基準点改算・改測・設置測量

◎平成５(1993)年度

・３級基準点設置測量

・境界点測量及び改算

1991～1993年 精密測地網二次基準点測量
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豊中市基準点整備状況

豊中市道路境界点整備状況
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管理する基準点・境界点の数

等級 点数 

１級基準点 ３６ 

２級基準点 １６３ 

３級基準点 １,９０３ 

４級基準点 

（３級節点を含む） 

 

約８,８００ 

道路境界点 約８２,０００ 
 

基準点成果管理システム

システム概要図
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豊中市における６つの基準点成果

開始年 内 容

1974(昭和49)年～ 明治成果（従来三角点成果 ）

1992 (平成 4 )年～ 平成成果（精密測地網二次基準点成果）

1995 (平成 7 )年～ H７成果（阪神淡路大震災復興基準点成果）

2002 (平成14 )年～ 測地成果（測地成果2000）

2004 (平成16 )年～ リアルタイム成果（電子基準点成果）

2008年(平成20)年～ FKP成果（電子基準点フリーネット成果）
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１９９５.１.１撮影１９９５.２.28撮影

全壊箇所
半壊箇所

2012.9.26撮影

豊中市空中写真撮影作業計画図
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震 災 前 震 災 後 前 後 比 較 観 測 点 

Ｘ Ｙ Ｘ Ｙ Ｄｘ Ｄｙ ベクトル 

箕   面 -128273.295 106781.258 -128273.298 106781.225 0.003 -0.033 175° 0.033 

豊中（５） -135913.115 102048.663 -135913.126 102048.594 -0.011 -0.069 189° 0.070 

豊中（１） -132617.162 101681.574 -132617.162 101681.534 0 -0.040 180° 0.040 

塚   口 -136657.081 992239.939 -136657.081 992239.870 0 -0.069 180° 0.069 

東   伯 -56345.227 -57546.524 -56345.227 -57546.524 - - - - 

 

震災前後の直角平面座標（Ⅴ系）による比較

道路境界点変動ベクトル図ベクトル図をGISに重ねあわせ
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官民、民民境界の復元

道路台帳システムに境界点、境界点結線を登録
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全壊家屋
半壊家屋

地質図に全・半壊建物を載せた図面

全壊家屋

半壊家屋

地質図に全・半壊建物を載せた図面
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道路補修並びに全・半壊箇所図

１級基準点改測、改算測量精度管理表

環閉合による精度確認---制限の１／２
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（拡大図）

平成成果とＨ７成果とのベクトル図
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年度別道路境界確定地区（1973～1988)

測量技術講演会.mp4
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http://www.mmjp.or.jp/TELEPAC/mati/article/27.html
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測地成果2000の対応

◎対象となる公共測量成果

１．１級～４級基準点測量成果
・座標変換プログラムを利用した座標変換
・旧観測値を用いた改算による座標変換
・既設基準点の改測による座標変換

２．地形図、平面図写真図等の地図成果

３．数値地形図成果
・ＤＭデータ変換プログラムによる変換
1) 図郭の代表点で平行移動
2) 図郭四隅から直線補間
3) 全座標変換

・ＧＩＳデータの変換

４．応用測量で得られた測量成果
・地域毎に適合した変換パラメータによる座標変換

ＧＩＳデータ変換の作業フロー該当する３次メッシュ
の座標（ＢＬ）抽出

３次メッシュ
左下座標（ＢＬ）

公共座標に変換

３次メッシュ
左下座標（ＸＹ）

ＴＫＹ２ＪＧＤによる
測地成果2000変換

変換前ＴＩＣ
カバレッジデータ

現行カバレッジデータ

変換後ＴＩＣ
ＴＩＣカバレッジデータ

測地成果2000変換
カバレッジデータ

３次メッシュ
左下座標（ＸＹ）

測地成果2000
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ＧＩＳデータ変換のイメージ

測地成果2000の対応

◎対象となる公共測量成果

１．１級～４級基準点測量成果
・座標変換プログラムを利用した座標変換
・旧観測値を用いた改算による座標変換
・既設基準点の改測による座標変換

２．地形図、平面図写真図等の地図成果

３．数値地形図成果
・ＤＭデータ変換プログラムによる変換
1) 図郭の代表点で平行移動
2) 図郭四隅から直線補間
3) 全座標変換

・ＧＩＳデータの変換

４．応用測量で得られた測量成果
・地域毎に適合した変換パラメータによる座標変換
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地域毎に適合したコンタ図よる座標変換

これまでの問題点

•阪神淡路大震災後の豊中市基準点の復旧については、改測・改算
での対応を行いましたが、境界点の復旧を行う場合、広域に地域
的な変換パラメータを特定することが困難であることから、旧座
標値と新座標値の座標をベクトル化し方向・差が同じ地域を選択
していた。このプロセスは、熟練技術が必要とされ、非効率で不
満足な作業であった。

•観測データ（角度・距離）が無い場合は、再観測を必要としてい
た。

•地方自治体において管理を行っている境界点の変換方法について
、境界点間距離・面積をほぼ変えることなく変換できて、異常地
域（地殻変動・従前成果との不整合等）を摘出する方法等に対応
した汎用的システムが無いため、ＧＩＳ活用した「コンタによる
位置誤差の補正」を生み出した。
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基盤地図情報 数値標高モデル（10mメッシュ）
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数値標高モデル（10mメッシュ）からTIN作成

数値標高モデル（10mメッシュ）から作成されたTIN
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TINからコンタ作成

TINから作成コンタと基盤地図 等高線、水域
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基盤地図 等高線と水域

基準点、境界点の座標変換

•日本測地系と世界測地系の共通点が必要。

•基準点の場合は、改測、改算（手簿、計算書等が有
れば）が可能。

•境界点の場合は、点数が多数のため改測、改算（手
簿、計算書等が有っても交点計算、平行移動等）す
るのは不可。

•ある程度の共通点で地域毎パラメータを作成し座標
変換を行う。
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世界測地系

境界点の座標変換のイメージ

日本測地系

地域毎パラメータ

⊿ｘ

⊿ｙ

共通点

コンタ (等値線)変換とは？

コンタ（等値線＝等高線）とは、地図などの位置精度検証を行う際に、精度をコンタで表現すること

により、視覚的に、簡単に確認できる方法として生み出しました。

コンタ変換の例

異常点

ベクトル方向図の例

国土地理院ホームページより

これまでは、精度を表現する方法として、精度一覧表、ベクトル方向図（移動量と方向を

表した図）など、結果を専門的な知識を有する技術者が確認・表現し、地殻変動など、大

規模な範囲で平行的な移動の場合は判断しやすい方法でしたが、境界点や地図など、複

数年度に渡って整備された成果が複合している場合においては表現上の限界により、技

術者の主観的な判断・評価などが発生しました。



ー 33 －

旧・新座標ベクトル（固定点）

旧Ｘ座標 旧Ｙ座標 新Ｘ座標 新Ｙ座標 ⊿ｘ ⊿ｙ ベクトル

30177 -133591.095 -48563.960 -133591.095 -48563.952 0.000 -0.008 0.008

J345 -133798.529 -48655.117 -133798.544 -48655.123 0.015 0.006 0.016

J309 -133839.806 -48499.054 -133839.811 -48499.057 0.005 0.003 0.006

コンタ作図の原理

⊿ｘ ⊿ｙ

0.015 0.006

⊿ｘ ⊿ｙ

0.000 -0.008 

8ｍｍ

１6ｍｍ

6ｍｍ

⊿ｘ ⊿ｙ

0.000 -0.008 

⊿ｘ ⊿ｙ

0.005 0.003

⊿ｘ ⊿ｙ

0.015 0.006

15ｍｍ

10ｍｍ

5ｍｍ

Ｘ座標の場合
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コンタ変換共通点

コンタ変換共通点でTIN作成
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コンタ変換共通点でTIN作成

TINでXコンタ作成
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TINでXコンタ作成

Xコンタに変換点を追加
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コンタ変換点にXコンタの属性を結合

コンタ変換点にXコンタの属性を結合
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旧Ｘ座標 旧Ｙ座標 新Ｘ座標 新Ｙ座標 備考

30177 -133591.095 -48563.960 -133591.095 -48563.952 共通点

J345 -133798.529 -48655.117 -133798.544 -48655.123 共通点

J309 -133839.806 -48499.054 -133839.811 -48499.057 共通点

J6293 -133629.440 -48561.722 -133629.441 -48561.716 コンタ変換点

J2368 -133724.198 -48591.947 -133724.205 -48591.947 コンタ変換点

J2374 -133774.859 -48588.787 -133774.868 -48588.790 コンタ変換点

コンタ変換成果

コンター、アフィン、ヘルマート変換比較

点名
①コンター変換成果 ②アフィン変換成果 ③ヘルマート変換成果

Ｘ座標 Ｙ座標 Ｘ座標 Ｙ座標 Ｘ座標 Ｙ座標

J6293 -133629.441 -48561.716 -133629.441 -48561.716 -133629.447 -48561.720 

J2368 -133724.205 -48591.947 -133724.205 -48591.947 -133724.204 -48591.947 

J2374 -133774.868 -48588.790 -133774.868 -48588.790 -133774.865 -48588.788 

①-② ①-③

差分 ⊿ｘ ⊿ｙ ⊿ｘ ⊿ｙ

J6293 0.000 0.000 0.006 0.004 

J2368 0.000 0.000 -0.001 0.000 

J2374 0.000 0.000 -0.003 -0.002 
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地域毎に適合した変換パラメータによる座標変換

Y座標補正コンター図

突出した座標補正（コンタ）の異常点

X座標補正コンタ図
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4級基準点・道路境界点成果の座標変換
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Ｙ座標補正1mmコンタ図（豊中市服部周辺）

等値線コンタ

等値線コンタによるポリゴン ４級基準点及び境界点
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４級基準点X座標比較
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B C G H J K L M N P 計

４級基準点Y座標比較
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補正後変換成果と改算成果の比較

－４級基準点（4378点）検証データ－

Ｘ座標：プラス・マイナス２ｍｍ以内に97.56％ Ｙ座標：プラス・マイナス２ｍｍ以内に98.61％

その他の成果（道路境界点）の座標変換
－道路境界点（539点）検証データ－
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－２ｍｍ 7 11
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－１ｍｍ 102 134

　０ｍｍ 335 266

Ｘ座標 Ｙ座標

平成12年度「豊中市
道路台帳更新作業」
による道路境界観測
点（539点）を、比
較コンター図を用い
た補正後変換成果と
改算成果とを比較し
た結果 ：プラス・
マイナス２mm以内に
Ｘ座標で97.96％
Ｙ座標で99.81％

../ｘｙコンター.ppt
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Ⅰ. はじめに
Ⅱ. 豊中市用地部管理課で何をしたか?
Ⅲ. 豊中市土木部で何をしたか?

・1991～1993年 精密測地網二次基準点測量
・1995年 １～４級基準点改測・改算測量実施
・2002年 測地成果2000の対応
・2004年～ FKP測量成果への移行

Ⅳ. コンタ変換（基準点、境界点の再利用）

Ⅴ. 地籍調査、測量成果の活用
Ⅵ. コンタ変換の事例
Ⅶ. おわりに
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地籍調査の成果（地籍図）

地籍調査の成果

•地籍フォーマット2000
地籍調査の結果を、GISの基礎データとして有効活用することを目的
に簡易なデータ構造と拡張性が考慮されています

・国家座標に基づいた高精度の座標データ

・所有者、住所、地目等の属性情報を「筆単位」で保持

・データ構造が平易でCSV形式のファイルであるため、データの参照

が簡単という特徴があります。

・画地の属性としては、所有者・住所・地目

・測点の属性としては、標識・測定方式などがあります。

・測量共通フォーマット（SIMA形式）
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地籍フォーマット２０００ファイル構成

・地区別情報ファイル .hed

・地図番号情報ファイル .map

・筆界点情報ファイル .pnt

・筆長狭物図形情報ファイル .pol

・筆属性情報ファイル .atr

・共有者情報ファイル .cos

・筆界未定構成筆属性情報ファイル .und

・仮行政界線情報ファイル .lin

・図根点等情報ファイル .tcp

・国土調査登記情報ファイル .txt

地籍フォーマット2000

・筆属性情報ファイル .atr

・地区別情報ファイル .hed

・地図番号情報ファイル .map

・筆界点情報ファイル .pnt

・筆長狭物図形情報ファイル .pol
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地籍フォーマット2000

・筆属性情報ファイル .atr

・地区別情報ファイル .hed

・地図番号情報ファイル .map

・筆界点情報ファイル .pnt

・筆長狭物図形情報ファイル .pol

地籍フォーマット2000を管理活用システムで表示
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地籍フォーマット2000を管理活用システムで表示

背景図：DM10000

地籍フォーマット2000を管理活用システムで表示

背景図：道路台帳平面図
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測量共通フォーマット（SIMA形式）

境界点名、
X,Y,Z,座標

区画を形成する
地番,境界点名

測量共通フォーマット（SIMA形式）の画像
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都市部官民先行基本調査成果フォルダー

調査図（成果）
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資料提供：豊中市

調査図（成果）

街区別立会記録表

資料提供：豊中市
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境界点、境界点結線

資料提供：豊中市

道路台帳平面図として利用



ー 51 －

道路台帳敷地構成図として利用

なにわ方式による官民境界等先行調査の手引き

第1章 官民境界先行調査促進のために

大阪府地籍調査促進戦略、地籍調査事業につ
いて、官民境界等先行調査とGIS、成果の利
活用

第2章 官民境界等先行調査実施の手順

実施手順（A～H‘工程）、工程管理と検査

第3章 なにわ方式地籍調査推進策について

第4章 各市町等の地籍調査事例

各市町等の取組みと事例の紹介

資料 様式等
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なにわ方式地籍調査事業

STEP１: 街区基準点等、各市町村の基準点を適
正に管理

STEP２: 管理する基準点をもとに官民境界等先
行調査を実施

STEP３: 街区単位のアウトフレームを確定

STEP４: 成果を地籍情報管理活用システムに反
映

STEP５: システムにより民間の土地異動情報を
、官民成果にはめ込む

STEP６: 街区内の土地異動情報が収集されれば
、地籍調査完了

STEP 7: 完了後も情報収集により、地籍情報管理
システムとして活用

筆界情報収集調査

(1)筆界情報収集

地積測量図、道路関係図面等の境界に係る資科を収集する。

・公共用地境界確定図(道路、河川、公園等）

・耕地整理、区画整理成果（19条5項の指定の無いもの）

(2)地積測量図等合せ図の作成

(3)筆界点測量

(4)座標変換計算及び調査図の作成

・日本測地座標から世界測地座標へ

・任意座標から世界測地座標へ

・各種座標計算
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Ⅰ. はじめに
Ⅱ. 豊中市用地部管理課で何をしたか?
Ⅲ. 豊中市土木部で何をしたか?

・1991～1993年 精密測地網二次基準点測量
・1995年 １～４級基準点改測・改算測量実施
・2002年 測地成果2000の対応
・2004年～ FKP測量成果への移行

Ⅳ. コンタ変換（基準点、境界点の再利用）

Ⅴ. 地籍調査、測量成果の活用
Ⅵ. コンタ変換の事例
Ⅶ. おわりに

Ⅰ. はじめに
Ⅱ. 豊中市用地部管理課で何をしたか?
Ⅲ. 豊中市土木部で何をしたか?

・1991～1993年 精密測地網二次基準点測量
・1995年 １～４級基準点改測・改算測量実施
・2002年 測地成果2000の対応
・2004年～ FKP測量成果への移行

Ⅳ. コンタ変換（基準点、境界点の再利用）

Ⅴ. 地籍調査、測量成果の活用
Ⅵ. コンタ変換の事例
Ⅶ. おわりに

基準点ベクトル.pptx
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言えなかったこと

写真測量学会で何をしたか?
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おわりに

◆2002年 日本写真測量学会関西支部 第11回話題交換会で話題提供

◆2002年 秋季学術講演会

パネルディスカッション「空間情報を作る側と使う側の接点」

◆2007年 日本写真測量学会関西支部長に就任

◆2004年 日本写真測量学会関西支部幹事に就任

◆2011年 日本写真測量学会理事に就任

◆2018年 日本写真測量学会理事を退任

◆2018年 日本写真測量学会関西支部長を退任

16年間ありがとうございました
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熊本市の基準点道路境界点のコンタ変換

コンタ変換の事例

国土地理院の動き

測地基準点（三角点・水準点）の復旧測量
～熊本地震復旧等予備費（国土地理院関連
分）～【５０７百万円】

◆三角点の復旧測量
地殻変動が大きな地域288点及びその周辺
地域175点の再測量を実施し、三角点成果の
改定を行います。

再測量の結果を使用して補正パラメータを
作成し、成果停止となっている3,706点の三角

点成果の改定を行うとともに、公共基準点の
成果改定に必要な補正パラメータを地方公共
団体等に提供します。

◆水準点の復旧測量

熊本県及びその周辺地域の水準路線
1,036kmを測量し、成果停止となっている約
200点の水準点成果の改定を行います。

◆８月末には、公共基準点の成果改定。
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復旧測量の実施範囲

熊本県内三角点All_与点成果

コンタ変換区域内三角点と基準点
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補正パラメータの公表範囲

補正パラメータの公表範囲
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基準点（測地成果2011）441点

X・Yコンタ密度よる改測基準点の抽出
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4段階の「三角点tinランクポリゴン」

150点の抽出基準点
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改測基準点の選定（実施計画図）

国土地理院、地籍整備課、熊本市が改測した基準点
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1～3級基準点のコンタ変換

異常点と思われる基準点3点の抽出

1～3級基準点のコンタ変換（再作成）

異常点3点を除いてＸ・Ｙコンタを再作成
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基準点4,731点をコンタ変換

1～3級基準点のコンタ変換（再作成）

4級基準点点検測量の成果との比較

４級点検測量とコンタ変換比較

値 数量

0.001-0.020 230 

0.021-0050 72 

0051-0080 28 

0.081-0.100 21 

0.101-0.250 27 

5cm未満が80％、8cm以上が20％あるため点検測量成果（376点）を与点
に含め再コンタ変換を行った。
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4級基準点、補助点、境界点の変換用コンタ作成

点検測量成果を含めた与点（5,419点）

4級基準点、補助点、境界点のコンタ変換

Ｙコンタと4級基準点、補助点
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4級基準点、補助点、境界点のコンタ変換

Ｘコンタと境界点（302,662点）

境界点の点検測量とコンタ変換の比較

45%

34%

13%

6%

2% 0%

点検測量とコンタ変換値の比較

0.001-0.010

0.011-0.020

0.021-0.030

0.031-0.040

0.041-0.050

0051-0.065

・境界点の点検測量の採用観測値2,541点でコンタ変換成果との比較を行った。
・精度は、2cm以内に79.30％で良好と思われる。
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最終成果

2000年成果と2011成果の移動ベクトル

三角点三角点+被災地三角点+被災地+1‐3級基準点三角点+被災地+1‐3級基準点+All変換基準点
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2000年成果と2011成果の移動ベクトル

三角点三角点+被災地三角点+被災地+1‐3級基準点三角点+被災地+1‐3級基準点+All変換基準点

2000年成果と2011成果の移動ベクトル

三角点
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標高差による３D表現

三角点＋被災地の差分三角点＋被災地＋All基準点の差分三角点＋被災地＋All基準点の差分

北区

中央区
東区

南区

西区

嘉島町

益城町

三角点＋被災地の差分三角点＋被災地＋All基準点の差分

北区

中央区

東区

西区

嘉島町

益城町

標高差による３D表現

南区
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標高差と変動ベクトル

標高差と変動ベクトルと断層
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変動ベクトルと活断層図


